（記入例）

（様式例ア－３）

事　業　計　画　書（新たな製品・技術・サービスの開発事業）

１　申請者の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　年　　月現在）
	事業者名
	
	事業開始
年月日
	年　　月　　日

	業種
	○○業
	資本金
	千円

	経営者氏名
	
	従業員数
	

	事業者（企業）
の概要
	※企業の沿革、特色、最近の動向などについて記載してください。



	経営者
略歴
	※勤務先名などだけでなく、担当業務や役職、身に付けた技能などアピールポイントについても記載してください。


	担当者名
	
	連絡先
	


２　事業の概要
	開発の目的
	

	現状・課題
	開発する製品等に対するニーズや現在の商品に関する問題点などを具体的に記入してください。


	開発内容
	開発する製品の特徴や新規性、既存・類似製品に対する優位性などを具体的に記入してください
※大学等へ研究委託をする場合は委託先の機関名と委託の内容を記入してください。

※設備の改修等を含む場合は設備の設置場所の所在地・工場等の所有者を記載してください。


	開発成果の目標
	製品等の提供・販売先、その後の活用方法等を記入して下さい。

	事業実施期間
	年　　月　　日　～　　年　　月　　日


３　今回の事業計画を実施した場合、事業の発展性やどのような社会的効果（地域経済への波及効果等）が期待できますか

	例１　新分野への進出による売上増加

　２　機械設備の導入による生産力の向上

　３　取引先拡大による売上増加や一社依存体質の改善

　４　事業実施の際には市内事業者に発注を予定している

売上○○％増加、生産力○○％増加、正規雇用○○名採用に繋がるなどの見込み数字も含めて、具体的に記入してください。
※審査判断の材料になります。


収　支　予　算　書
１　収入の部
	科　　目
	金　　額（円）
	備　　考

	自己資金
	600,000 
	

	補助金
	300,000 
	

	その他
	
	

	合　計
	900,000
	


２　支出の部
	科　　目
	金　　額（円）
	備　　考

	補助対象経費
	○○大学への研究委託
	300,000 
	

	
	試作品作成委託料
	300,000 
	

	
	試作品試験費用
	300,000
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	900,000
	


それぞれの項目を記入してください。





補助対象経費の金額の２分の１の値を記入してください。


（※千円未満切捨て）


ただし、補助限度額を超える場合は、補助限度額を記入してください。





税抜の金額で記入してください。





補助対象経費として算定する項目ごとに金額を記入してください。








